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学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 
 

学校名 岸根高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 
全日制・普通科 

 

１  学校のミッション  

〇 全日制の課程学年制普通科を設置する高校として、生徒の特性や地域・学校等の実情

を踏まえ、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標の実現に応えるよう、学力の育成、豊

かな人間性や社会性の涵養、社会的・職業的な自立等をめざした教育課程を適切に編成

する。 

〇 次代を担う社会に貢献することのできる人材の育成をめざし、生徒の自主的・主体的

な活動や、地域との連携を推進し、豊かな情操や寛容の心、敬愛の精神を育む。 

〇 基礎的・基本的な知識・技能の定着とそれを活用して課題を解決する思考力・判断

力・表現力や、言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資

質・能力を育むよう、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて不断の授業改善を進め

るなど、教育活動の充実に取り組む。 

 

２ 学校教育目標  

〇 知・徳・体の調和のとれた教育をめざし、明朗かつ健康で次代をになうこ

とができる人材を育成するため、次の目標を掲げる。 

 

  ア 学習意欲の向上 

  イ 心身の健全な育成 

  ウ 平和・自然・文化への貢献 

  エ 協調・奉仕の精神の徹底 

 

 

３ 計画策定時点での課題 

〇 「主体的に学習に取り組む態度」を重視し、指導と評価を一体化した授業の展開が求 

められる。 

〇 生徒が行事・特別活動等を自主的に、かつ「探究」を意識した運営ができるよう支援 

する。 

〇 心身の健全な育成を目指し、生徒一人ひとりの多様なニーズに応じた支援が必要で 

ある。 

〇 キャリア教育において、地域の教育資源の活用を持続的に行う必要がある。 

〇 これまで蓄積してきた地域等との良好な関係を、持続可能な継続に見直す必要があ 

る。 

〇 より一層生徒の活動を支援するための設備や備品等の整備を行う必要がある。 

 

 



４ ４年間の目標と主な方策 
 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

① 個別最適な学習や多様な進路選択に

対応できるよう､教育課程を編成す

る｡ 

② 生徒が自ら学ぶ意義を客観的に捉え

る力を高め､｢探究力｣を育成する。 

③ 生徒一人ひとりが意欲的に取り組め

る行事・特別活動等を充実させ、生

徒の主体的な行動の促進を図る。 

 

① 社会のニーズに合わせて授業環境等を整備

し、教材の工夫、授業研究に取り組む。 

 

② ｢学びに向かう力｣や｢探究力｣を重視し、指

導と評価を一体化した授業を展開する。 

③ 生徒の意見等を尊重し、職員・生徒が一丸

となって意欲的に取組める行事・特別活動

等となるように支援する。 

２ 
生徒指導 

・支援 

① 行事・部活動等を通して、｢協働｣の

精神の涵養を図り、自己及び他者を

尊重する態度を養う。 

② 地域とかかわり、地域から愛され、

信頼される生徒を育成する。 

 

③ 個に応じた教育相談体制の充実を図

る。 

① 生徒が行事・部活動等に求めているニーズ

を把握するとともに、他者と協働しながら

活動を進めていけるように支援する。 

② 生活ルールのさらなる浸透や自己肯定感の

高揚を目指し、足並みを揃え、根気強い支

援・指導を継続する。 

③ ＳＣ、ＳＳＷ等と連携し､個に応じた教育

相談体制の円滑な運営に取り組む。 

 

３ 
進路指導 

・支援 

① 自己と社会を見据え、社会に求めら

れる力を育むためのキャリア教育の

確立を図る。 

② 生徒の第一志望実現に向けた、進路

支援の確立を図る。 

① 地域の資源を積極的に活用し、本校独自の

「総合的な探究の時間」を３年間の見通し

を持って取組めるよう支援する。 

② 社会状況や上級学校の動向を常に把握し,

個別最適な進路指導が進められるよう支援

する。 

４ 
地域等との

協働 

① 地域との交流や活動を積極的に行

い、生徒が主体的に活動する場を提

供し、地域とかかわる力の育成を図

る。 

② 学校運営協議会等を活用し、地域に 

開かれた学校づくりに取り組む。 

① 生徒が自ら活動の意義を考えられるよう指

導・支援を行い、関係諸機関との連絡をき

め細かく行うとともに、職員間の共通認識

を確認しながら各活動を行う。 

② 学校運営協議会等を活用し､外部からの意

見や視点を積極的に知り、地域に貢献する

取組を検討・実施する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

① 教育環境の変化に対応し、適切な設

備・備品管理や環境整備等に取り組

む。 

② 生徒・職員の防災意識の向上を推進

し、地域に開かれた学校として連携

を図る。 

③ 職員の事故・不祥事防止に努める。 

 

① ＩＣＴ活用のさらなる推進に伴い、適した

備品等の管理・整備を図る。 

 

② 教育活動全体をとおして防災教育を実施

し、地域と連携した防災対策を推進する。 

 

③ 事故・不祥事防止研修を、時宜にかなうテ

ーマで定期的に実施する。 

 


